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「
近
江
」
と
い
う
、
こ
の
あ
わ
あ

わ
と
し
た
国
名
を
口
ず
さ
む
だ
け
で

も
う
、
私
に
は
詩
が
は
じ
ま
っ
て
い

る
ほ
ど
、
こ
の
国
が
好
き
で
あ
る
。

　

か
の
文
豪
司
馬
遼
太
郎
が
「
街
道

を
ゆ
く　

近
江
・
奈
良
編
」
に
記
し

た
一
節
で
あ
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も

な
く
「
近
江
」
と
は
滋
賀
県
の
旧
名

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
と
文
化

の
薫
る
滋
賀
県
の
彦
根
市
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
の
詩
吟
朗
詠
錦
城
流
・

一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
の

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
（
日
）
ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
を
会
場
と

し
、
宗
家
・
山
元
錦
城
先
生
、
詩
舞

道
錦
城
流
宗
家
・
本
村
緑
崇
先
生
は

じ
め
、
賛
助
の
先
生
方
、
全
国
津
々

浦
々
か
ら
集
っ
た
会
員
を
お
迎
え
し

て
盛
会
裡
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
会
場
は
、一
般
の
方
（々
会

員
以
外
に
無
料
招
待
券
を
配
布
）
の

来
場
者
を
合
わ
せ
て
八
四
〇
席
が
ほ

ぼ
満
席
の
状
態
と
な
り
、
熱
気
に
満

ち
た
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５
類
相
当
に

引
き
下
げ
ら
れ
、
気
分
的
に
は
安
堵

の
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
内
で

は
感
染
予
防
に
努
め
マ
ス
ク
の
着
用

に
ご
協
力
を
戴
き
な
が
ら
取
り
進
め

ま
し
た
。
幸
い
何
の
事
故
も
な
く
無

事
に
終
了
で
き
た
こ
と
は
、
開
催
地

と
し
て
何
よ
り
有
難
く
安
堵
い
た
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

い
よ
い
よ
開
演
で
す
。
場
内
に
開

会
を
知
ら
せ
る
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
響
き

緊
張
の
時
間
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。
幕
が
開
き
、
舞
台
中
央
に
は
大

会
役
員
が
並
び
、
開
催
地
を
代
表
し

て
林　

錦
枝
滋
賀
県
本
部
長
が
開
会

の
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

の
減
少
に
加
え
、
高
齢
化
が
進
む
な

か
こ
の
大
事
を
ど
う
乗
り
切
る
か
不

安
一
杯
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
県
本

部
長
を
中
心
に
準
備
会
を
立
ち
上

げ
、
総
本
部
の
指
導
を
頂
き
つ
つ
現

地
と
し
て
の
執
行
計
画
と
予
算
計
画

等
を
検
討
し
、
都
度
理
事
会
で
確
認

を
し
な
が
ら
県
下
会
員
に
周
知
し
て

機
運
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
開
催
地
に
お
け
る
大

会
委
員
は
90
名
を
選
出
し
、
人
選
上

で
は
、
県
本
部
の
将
来
を
担
う
若
い

人
材
を
登
用
し
、
熟
達
者
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
編
成
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
成
果
は
今
大
会
の
運
営
と

今
後
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

当
日
の
大
会
進
行
は
、
午
前
11
時

予
定
通
り
始
ま
り
、
順
調
に
進
ん
で

行
き
ま
し
た
が
、
最
後
の
番
組
「
信

長
」
が
終
わ
り
、
閉
会
は
17
時
40
分

と
な
り
予
定
よ
り
遅
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
豊
か
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
か
ら
し
て
、
時
間

の
遅
れ
よ
り
も
中
身
が
勝
る
大
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

開
催
地
の
運
営
に
当
た
っ
た
私
達

と
し
て
も
、
大
変
疲
れ
は
し
ま
し
た

が
、
心
地
よ
い
充
実
感
と
達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
収
穫

だ
っ
た
と
自
己
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

（
次
頁
へ
続
く
）

　令和５年度

詩吟朗詠錦城流・一般社団法人詩吟朗詠錦城会

全 國 大 会
【開催日】令和5年10月8日（日）　【開催会場】ひこね市文化プラザ

　　　　　　琵吟舞物語　　信　　　　　長

　　　　　　企 画 番 組　　新　体　詩　集

特別番組　　詩 吟 物 語　　明治維新の暁鐘

　　　　　　琵 吟 舞 曲　　太　田　道　灌

　　　　　　吟 詠 物 語　　雪　　月　　花

　　　　　　企 画 番 組　　長　　詩　　篇

　

先
ず
ご
来
場
頂
い
た
皆
さ
ま
に
謝

意
を
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
「
我
が
町

彦
根
で
は
２
年
後
に
彦
根
城
の
世
界

遺
産
登
録
を
目
指
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
会
場
の
目
の
前
に
は
満
々
と
水

を
湛
え
た
雄
大
な
琵
琶
湖
が
広
が
り

京
都
・
大
阪
方
面
へ
命
の
水
を
絶
え

間
な
く
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
歴
史
と
文
化
が
薫
る
滋
賀
に
、
会

員
が
こ
ぞ
っ
て
皆
様
を
お
迎
え
し
て

大
会
が
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
こ
の
上

な
い
幸
せ
と
存
じ
ま
す
」
と
力
強
く

開
会
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
年
前
に
大
会
誘
致
に
手
を
挙
げ

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
会
員
数

お
知
ら
せ

　

来
年
の
全
国
大
会
は
、
函
館
に

変
更
と
な
り
、
10
月
13
日
（
日
）、

函
館
市
民
会
館
で
開
催
で
す
。
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閉
幕
に
当
た
り
、
来
年
度
開
催
地

の
北
海
道
道
南
本
部
長
の
竹
崎
錦
里

先
生
か
ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
、
来
年

は
多
く
の
方
が
函
館
に
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
た
い
。
函
館
は
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
で
す
、
特
に
食
べ
物
が
美

味
し
い
！
観
光
を
兼
ね
て
是
非
と
も

越
し
く
だ
さ
い
…
と
ご
挨
拶
を
さ
れ

ま
し
た
。

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
来
観
者
の
感

想
の
中
に
も
琵
・
吟
・
舞
の
素
晴
ら

し
い
芸
術
性
を
評
価
す
る
反
応
も
窺

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
県
本
部
に
お
け
る
良

き
世
代
交
代
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

今
後
に
繋
が
る
貴
重
な
大
会
で
あ
っ

た
と
総
括
さ
れ
ま
し
た（
本
部
長
談
）。

以
下
に
来
観
者
の
声
を
記
し
ま
す
。

★　

詩
吟
を
初
め
て
拝
見
し
た
が
、

「
信
長
」「
太
田
道
灌
」
の
琵
吟
舞

が
目
を
引
い
た
。

★　

出
吟
者
は
高
齢
の
割
に
は
「
背

筋
が
ピ
ン
と
伸
び
て
」
す
ご
い
声

を
出
さ
れ
る
…
感
心
し
た
。

★　

あ
れ
だ
け
多
く
の
出
演
者
を
動

員
し
、
且
、
整
然
と
動
か
す
力
は

何
で
し
ょ
う
？

★　

琵
琶
の
大
演
奏
、
あ
れ
だ
け
の

多
人
数
の
演
奏
で
合
わ
せ
る
と
こ

ろ
が
凄
い
感
動
し
た
！

★　

詩
舞
（
太
田
道
灌
）
が
よ
か
っ

た
。

★　

詩
吟
っ
て
、
ほ
ん
ま
に
素
晴
ら

し
い
も
ん
や
！
も
っ
と
早
く
か
ら

や
っ
と
け
ば
よ
か
っ
た
（
団
体
指

導
を
受
け
て
い
る
女
性
）

　

懇
親
会
は
、
大
会
終
了
後
、
長
浜

市
へ
移
動
し
て
「
北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル

グ
ラ
ッ
イ
エ
」
に
お
い
て
19
時
よ
り

開
宴
さ
れ
、
参
加
者
数
は
、
二
八
〇

人
に
の
ぼ
り
、
久
々
に
賑
い
あ
る
懇

親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
宴
に
先
立
ち
、
城
戸
会
長
、
宗

家
先
生
よ
り
今
大
会
の
成
功
と
滋
賀

県
本
部
会
員
に
対
し
丁
重
な
労
い
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

宗
家
先
生
は
、「
こ
の
様
に
盛
大

な
大
会
を
も
つ
こ
と
は
今
後
難
し
い

で
あ
ろ
う
」
と
涙
し
な
が
ら
語
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
多
く
の
番
組
を
準
備

し
て
い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
終
了
で

き
た
こ
と
に
感
極
ま
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
と
拝
察
し
、
同
時
に
今
後
の
錦

城
流
・
錦
城
会
の
行
く
末
に
思
い
を

馳
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
我
々
会
員
は
宗
家
先
生
の
思

い
を
重
く
受
け
止
め
、
今
後
を
考
え

る
べ
き
と
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

に
な
れ
る
趣
向
と
し
て
、
特
設
の
櫓

を
会
場
に
設
け
、「
江
州
音
頭
」
で

参
加
者
ほ
ぼ
全
員
で
踊
り
の
輪
を
作

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
の
伝
統
芸
能
の
音
頭
取
り

（
音
頭
を
歌
う
人
）
は
、
三
代
目
家

元　

真し
ん
ち
ゅ
う
や

鍮
家
文ぶ
ん

好こ
う

さ
ん
を
お
招
き
し

て
口
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
期
以
降
、
民
衆
の
中
で
盆
踊
り
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。（
資
料

提
供
：
滋
賀
県
本
部　

花
本
城
香
氏
）

（
大
会
記
録
係　

氏
原
城
爽
）

　

宗
家
先
生
に
は
、
滋
賀
の
会
員
の

数
を
考
慮
さ
れ
、
盛
り
沢
山
の
番
組

を
ご
準
備
し
て
頂
い
た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

格
式
あ
る
多
く
の
番
組
を
作
り
上
げ

て
頂
い
た
こ
と
へ
の
私
達
の
喜
び
と

宗
家
先
生
の
ご
苦
労
に
思
い
を
寄
せ

感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

城
戸
城
濤
会
長
の
式
典
の
ご
挨
拶

の
中
に
、「
錦
城
流
は
、
琵
琶
と
吟

と
詩
舞
で
総
合
芸
術
と
し
て
舞
台
表

現
を
し
て
い
ま
す
…
」
と
の
お
話
を

　

今
回
の
懇
親
会
は
会
員
相
互
の
交

流
に
重
き
を
置
き
、
カ
ラ
オ
ケ
は
止

め
と
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
大
い
に

交
流
を
深
め
ら
れ
た
事
と
思
い
ま

す
。

　

懇
親
会
の
結
び
は
、
会
場
が
一
つ

　

会
場
に
は
大
き
な
踊
り
の
輪
が
出

来
て
、
さ
な
が
ら
季
節
外
れ
の
超

ビ
ッ
グ
な
盆
踊
り
大
会
に
な
り
、
踊

り
を
通
し
て
大
い
に
交
流
を
深
め
る

事
が
出
来
て
、
懇
親
会
の
目
的
が
果

た
せ
た
か
な
？
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
に
会
う
こ
と
を
約
し
て
懇
親

会
の
結
び
と
な
り
ま
し
た
、
楽
し
い

時
間
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
江
州
音
頭
」
解
説

　

江
州
音
頭
は
奈
良
・
平
安
時
代
の

仏
教
の
声し

ょ
う
み
ょ
う明
に
起
源
を
も
ち
、
歌
念

仏
と
踊
り
を
融
合
さ
せ
、
特
に
明
治

琵吟舞物語　「信長」 琵吟舞曲　「太田道灌」
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令
和
５
年
９
月
10
日
、
新
装
な
っ

た
水
戸
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、

記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た

め
、
３
年
を
経
て
の
開
催
で
す
。
直

前
の
８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
日

立
市
以
北
に
線
状
降
水
帯
が
発
生

し
、
浸
水
や
土
砂
崩
れ
に
よ
る
通
行

禁
止
な
ど
、
多
大
な
被
害
が
出
て
、

心
配
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
宗
家
・
山
元
錦
城
先
生

に
も
ご
臨
席
賜
わ
り
、
無
事
開
催
に

至
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
当

日
早
朝
か
ら
舞
台
設
営
し
、
リ
ハ
ー

サ
ル
も
午
前
中
に
行
う
な
ど
、
異
例

ず
く
め
で
13
時
開
演
と
な
り
ま
し

た
。

　

開
会
の
辞
、
国
歌
斉
唱
そ
し
て
大

合
吟
「
富
士
山
」
へ
と
進
み
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、最
初
に
詩
舞
「
富
士
山
」

を
、
詩
舞
道
錦
城
流
茨
城
教
場
の
六

名
に
よ
り
、
流
祖
・
山
元
錦
城
先
生

の
Ｃ
Ｄ
で
紹
介
。
そ
し
て
三
つ
の
企

画
吟
「
水
戸
魂
」、「
中
国
の
秋
」、

式
典
を
経
て
琵
吟
舞
物
語
「
井
伊
大

老
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
水
戸
魂
」
は
一
龍
齋
貞
心
師
匠

の
解
説
で
、
風
景
写
真
や
詩
文
を
背

景
に
、
県
本
部
男
子
会
員
が
連
吟
・

合
吟
を
、
最
後
の
「
水
戸
を
賞
す
」

で
は
、
茨
城
県
吟
詠
剣
詩
舞
総
連
盟

の
清
水
電
瀞
さ
ん
が
剣
舞
を
披
露
し

て
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
「
中
国
の
秋
」
は
県
本
部
会
員
の

打
越
錦
麗
和
さ
ん
の
解
説
で
、
県
本

部
女
子
会
員
が
「
水
戸
魂
」
同
様
の

風
景
写
真
や
詩
文
を
背
景
に
連
吟
・

合
吟
・
独
吟
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
主
催
者
の
大
会

会
長
・
海
野
錦
麗
香
茨
城
県
本
部
長
、

錦
城
会
会
長
・
城
戸
城
濤
先
生
の
挨

拶
の
後
、
地
元
茨
城
県
知
事
・
大
井

川
和
彦
氏
（
代
読
）、
水
戸
市
長
・

高
橋
靖
氏
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の

方
々
よ
り
も
、
ご
祝
辞
を
頂
戴
致
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
60
周
年
記
念
大
会
開
催
に

当
た
り
、
城
戸
城
濤
錦
城
会
会
長
か

ら
地
区
普
及
に
貢
献
し
た
役
員
な
ど

５
名
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

ご
来
場
の
愛
好
家
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
方
々
か
ら
絶
賛
の
声
も
数
多

く
頂
き
、
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
ま

た
、
本
記
念
大
会
開
催
に
際
し
、
企

画
演
出
を
担
当
さ
れ
た
長
崎
県
の
坂

本
弘
美
先
生
、
舞
台
設
定
に
尽
力
さ

れ
た
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
の
方
々
や
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

子　

下
薗
郁
夫　

小
田
原
弦
輝　

川
畑
セ
ツ
子

石
山
支
部　

伊
東
さ
く
ら　

黒
部
史

朗　

岡
島
伸
夫

佐
世
保
支
部　

平
野
英
子　

黒
崎
孝

子
大
隅
道
場　

奥
野　

律

平
東
支
部　

吉
原
秀
治

台
東
道
場　

志
方
猪
一
郎

佐
久
道
場　

塩
川
千
広　

佐
塚
英
和

港
道
場　

藤
本
晴
代　

稲
川
嘉
子

日
野
江
支
部　

藤
原
栄
幸

水
戸
支
部　

西
野
信
弘

神
辺
支
部　

三
嶋
玲
子

瀬
田
支
部　

松
本
志
津
江

大
津
支
部　

傍
田
敏
子

長
浜
支
部　

小
倉
竹
寿

広
島
南
支
部　

松
岡
玲
音

吉
井
支
部　

山
口
孝
子　

土
橋
公
江

　

福
田
敬
子

伊
万
里
支
部　

川
副
秀
樹

大
田
支
部　

村
田
鐵
郎

宮
崎
支
部　

深
町
文
恵

守
山
支
部　

澤
辺
典
子

出
水
支
部　

谷
口
鈴
子　

三
日
月
道
場　

鐘
ヶ
江
千
草

船
橋
道
場　

大
阿
久
恒
男

小
倉
支
部　

山
下
麻
美　

大
賀
克
之

　

前
号
で
次
の
箇
所
に
間
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

間
垣
支
部
→
岡
垣
支
部

古
川
道
場　

安
部
智
奈
美
→
阿
部
智

奈
美

稲
沢
支
部　

薗
田　

武
→
荘
田　

武

茨
城
県
本
部

　

六
十
周
年
記
念
大
会
を
終
え
て

茨
城
県
本
部
事
務
局　

千
葉
城
圀

　

最
後
に
、
特
別
番
組
・
琵
吟
舞
物

語
「
井
伊
大
老
」
で
は
、
県
本
部
男

子
７
名
が
、尺
八
の
河
野
正
明
先
生
、

筝
の
佐
藤
ア
キ
子
先
生
に
よ
る
伴
奏

で
連
吟
し
、
城
戸
城
濤
先
生
、
山
元

錦
隆
先
生
、
青
森
の
村
上
城
修
先
生

に
よ
る
琵
琶
絃
・
歌
・
吟
、
解
説
で

一
龍
齋
貞
心
師
匠
の
賛
助
出
演
を
い

た
だ
き
、
更
に
茨
城
県
吟
詠
剣
詩
舞

総
連
盟
か
ら
６
名
の
賛
助
出
演
に
よ

る
剣
詩
舞
も
加
わ
っ
て
、
会
場
の
多

く
の
市
民
の
方
々
に
感
銘
を
あ
た
え

る
中
で
幕
が
下
り
ま
し
た
。

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
年
月

山
本
錦
和　
（
長
崎
県
）　
　

５
・
７

池
内
城
祥　
（
長
崎
県
）　
　

５
・
７

山
口
錦
恵　
（
佐
賀
県
）　
　

５
・
７

古
川
錦
和　
（
佐
賀
県
）　
　

５
・
７

柴
田
錦
慧　
（
滋
賀
県
）　
　

５
・
９

石
井
錦
胡　
（
滋
賀
県
）　
　

５
・
９

加
藤
錦
好　
（
滋
賀
県
）　
　

５
・
９

南
部
錦
靜　
（
滋
賀
県
）　
　

５
・
９

今
井
錦
惠　
（
滋
賀
県
）　
　

５
・
９

今
井
錦
要　
（
滋
賀
県
）　
　

５
・
９

森
井
錦
水　
（
滋
賀
県
）　
　

５
・
９

氏
原
城
翔　
（
滋
賀
県
）　
　

５
・
10

今
井
錦
逸　
（
福
岡
県
）　
　

５
・
10

濵
田
城
風　
（
福
岡
県
）　
　

５
・
10

広
渡
錦
映　
（
福
岡
県
）　
　

５
・
10

小
田
錦
江　
（
福
岡
県
）　
　

５
・
10

大
和
錦
虹　
（
福
岡
県
）　
　

５
・
10

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

新
入
会
員
の
紹
介

（
６
／
20
〜
10
／
20
）　 

鹿
児
島
支
部　

東
チ
エ
子　

西
村
桂

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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コ
ロ
ナ
感
染
が
５
類
と
な
り
ま
し

た
が
、
例
年
に
な
い
猛
酷
暑
の
中
の

８
月
26
日
、
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
関
東
決
勝
大
会

が
、
東
京
都
中
野
区
野
方
区
民
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
予
選
大
会
を
乗
り
越
え
、
関

東
決
勝
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
さ
れ

て
の
出
場
と
な
り
、
会
場
内
も
、
緊

迫
し
た
状
況
に
包
ま
れ
て
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

錦
城
会
か
ら
は
、
先
の
皆
様
方
が

出
場
し
ま
し
た
。

漢
詩
・
一
般
三
部

　
　
　
　

佐
藤
法
子
（
神
奈
川
）

　
　
　
　

渡
辺
淳
子
（
東
京
）

　
　
　
　

齋
藤
幸
子
（
埼
玉
）

　
　
　
　

松
原
慎
一
（
埼
玉
）

漢
詩
・
一
般
四
部

　
　
　
　

林　

清
隆
（
神
奈
川
）

　
　
　
　

木
屋
吉
弘
（
東
京
）

　
　
　
　

小
宮
喜
八
郎
（
神
奈
川
）

　
　
　
　

久
保
寺　

壽
（
東
京
）

　
　
　
　

中
川
新
三
（
神
奈
川
）

短
歌
・
一
般
の
部

　
　
　
　

林　

清
隆
（
神
奈
川
）

　
　
　
　

小
宮
喜
八
郎
（
神
奈
川
）

　
　
　
　

木
屋
吉
弘
（
東
京
）

　
　
　
　

佐
藤
法
子
（
神
奈
川
）

　

審
査
の
結
果
は
、
漢
詩
一
般
四
部

は
、
第
４
位
に
、
林
清
隆
様
、
優
秀

賞
が
木
屋
吉
弘
様
に
贈
ら
れ
、
短
歌

一
般
の
部
で
は
、
準
優
勝
に
佐
藤
法

子
様
、
優
秀
賞
に
は
、
小
宮
喜
八
郎

様
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

80
歳
以
上
の
方
に
は
、
審
査
員
特

別
賞
が
、
中
川
新
三
様
、
木
屋
吉
弘

様
、
林
清
隆
様
、
小
宮
喜
八
郎
様
に

贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
川
様
は
、
最

高
齢
の
95
歳
の
挑
戦
で
し
た
が
、
最

後
ま
で
詠
い
切
っ
て
見
事
な
吟
詠
で

し
た
。

　

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま
し
た

皆
様
方
も
来
年
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
錦
城
会
東
京
都
本
部
、
神
奈
川

県
本
部
、
埼
玉
県
本
部
の
先
生
他
委

員
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で

は
、
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

に
当
た
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を

授
与
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
目
標
は
高
く
し
て
挑
戦
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
る
11
月
23
日
、
埼
玉
県
草
加
市

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
・
草
加
市
ア
コ

ス
ホ
ー
ル
で
の
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
決
勝
大
会
で
の
ご
健
闘
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
全
国
各
地
予
選
会
に
参

加
し
、
技
量
の
一
助
に
役
立
て
て
ご

出
場
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

金
子
城
大

　
　

22
～
24
日　

滋
賀
県
本
部
湖
南

地
区
の
師
範
指
導

８
月
19
～
21
日　

北
海
道
道
南
本
部

の
講
習
研
修
会

　
　

25
～
27
日　

滋
賀
県
本
部
の
昇

格
審
査

９
月
２
日　

福
岡
県
本
部
の
師
範
指

導
と
昇
格
審
査

　
　

10
日　

茨
城
県
本
部
60
周
年
記

念
大
会

　
　

16
～
18
日　

愛
知
県
本
部
の
師

範
指
導
と
昇
格
審
査

　
　

22
～
24
日　

鹿
児
島
県
本
部
の

講
習
研
修
会
と
昇
格
審
査

　
　

30
～　

山
口
県
本
部
の
師
範

10
月
１
日　

指
導
と
昇
格
審
査

　
　

８
日　

全
国
大
会　

滋
賀
県
彦

根
市
・
ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　

関
東
決
勝
大
会
で
入
賞
す
る

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会

全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル　

中
国
地
区
大
会

　

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
・
令
和
５

年
度
全
国
吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
中

国
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
７
月
16

日
、
岡
山
県
倉
敷
市
の
倉
敷
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
錦
城
会
広
島
県
本
部

か
ら
７
名
が
出
場
し
、
次
の
方
々
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

詩
舞
・
一
般
二
部

　

優
勝　

藤
井
美
由
紀（
全
国
大
会
）

詩
舞
・
一
般
三
部

　

４
位　

中
村
妙
子
（
全
国
大
会
）

　

５
位　

神
原
光
江

　

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
７
月
23
日

岡
山
市
の
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
錦
城
会
広
島
県
本
部

か
ら
16
名
が
出
場
し
、
次
の
方
々
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

漢
詩
・
少
年
の
部

　

優
勝　

北
中
彩
月
（
全
国
大
会
）

漢
詩
・
一
般
二
部

　

優
勝　

大
村　

誠
（
全
国
大
会
）

漢
詩
・
一
般
三
部

　

８
位　

佐
藤
典
伸

漢
詩
・
一
般
四
部

　

４
位　

平
川
智
久
（
全
国
大
会
）

　

入
賞　

佐
々
木
重
綱（
全
国
大
会
）

短
歌
・
一
般
の
部

　

優
勝　

小
林
文
子
（
全
国
大
会
）

　

入
賞　

村
上
美
保
子

　

剣
詩
舞
で
１
名
、
吟
詠
で
４
名
が

11
月
23
日
に
埼
玉
県
草
加
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
全
国
決
勝
大
会
に
出
場
し

ま
す
。（

広
島
県
本
部　

大
村
城
川
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

５
・
６
・
16
よ
り

５
・
10
・
15
ま
で

６
月
22
～
23
日　

令
和
５
年
度
定
時

総
会
・
指
導
者
講
習
研
修

会　

７
月
２
日　

小
倉
支
部
60
周
年
記
念

温
習
会

　
　

６
～
７
日　

全
国
大
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
編
成
会
議

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

自
分
が
不
慮
の
事
故
に
遭
っ
て
も
混
乱
な
く
次
の
人
に
交
代
で
き
る

組
織
、
要
は
自
分
が
い
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る
組
織
を
作
る
の
が

リ
ー
ダ
ー
の
責
任
だ
と
、
米
国
の
元
国
防
長
官
は
言
う
。

そ
れ
に
自
分
が
い
な
け
れ
ば
仕
事
が
回
ら
な
い
と
思
い
込
め
ば
、
大
切

な
人
と
の
個
人
的
な
関
係
も
つ
い
犠
牲
に
な
る
。
重
要
な
の
は
「
人
」

で
な
く
あ
く
ま
で
「
職
務
」
と
心
得
る
べ
し
と
。

『
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
の
人
生
訓
』
か
ら

「
折
々
の
こ
と
ば
」
よ
り　
（
10
月
6
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
掲
載
）

自
分
は
余
人
を
も
っ
て
代
え
が
た
い
人
間
だ
と
思
う
な
／

そ
う
思
わ
せ
て
も
い
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド
ナ
ル
ド
・
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド


